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近
年
、
耐
震
工
事
な
ど
増
え
て
い
く
中
欠
か
せ
な
い
工
事
が
あ

と
施
工
ア
ン
カ
ー
工
事
で
あ
る
。
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
工
事
に

は
削
孔
、
打
設(

定
着)

、
引
張
試
験
が
あ
り
、
施
工
す
る
た
め
に

は
有
資
格
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
ワ
イ
・エ
ム
・ケ
ー
は

現
在
ま
で
に
多
数
の
有
資
格
者
を
育
て
て
き
た
。

耐
震
工
事
の
他
、
機
械
据
え
付
け
の
為
の
ア
ン
カ
ー
工
事
、
既

存
ア
ン
カ
ー
再
利
用
確
認
の
為
の
引
張
試
験
。
ア
ン
カ
ー
工
事

で
も
一
貫
施
工
で
き
る
の
が
ワ
イ
・エ
ム
・
ケ
ー
の
強
み
だ
。

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
主
任
技
士

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
１
種

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
２
種

引
張
試
験
は
Ｄ
10
～
Ｄ
51(

Ｍ
ネ
ジ
は
Ｍ
８
～
Ｍ
48)

ま
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
試
験
機
を
多
数
所
有
。
ア
ン

カ
ー
サ
イ
ズ
、
引
張
試
験
用
ボ
ル
ト
の
延
長
加
工
な
ど
現

場
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
が
可
能
だ
。

◆M8～M24まで対応。小型デジタル式引張試験機。
◆D10～D51まで対応。小型、中型、大型油圧式引張試験機。

◆アンカー施工のために躯体に
罫書き鉄筋位置を出す。

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
を
行
う
際
、
既
存
躯
体
へ
ア
ン
カ
ー
を
打

つ
が
、
削
孔
時
鉄
筋
に
干
渉
し
、
再
削
孔
を
行
う
事
が
あ
る
。

再
削
孔
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
非
破
壊
検
査
の
探
査
が
有

効
と
な
っ
て
く
る
が
、
ワ
イ
・エ
ム
・ケ
ー
は
深
度
30
ｃ
ｍ
以
上
を

読
取
れ
る
高
性
能
な
レ
ー
ダ
探
査
機
を
5
台
所
有
し
て
い
る
。

近
年
、
橋
梁
工
事
等
で
は
探
査
報
告
書
も
求
め
ら
れ
る
が
、
ワ

イ
・エ
ム
・ケ
ー
で
は
報
告
書
の
作
成
ま
で
行
う
事
が
出
来
る
。

◆鉄筋レーダ探査による鉄筋位
置の確認中。

◆引張試験(小型・油圧・横向き)

◆削孔(ドリル・集塵ビット使用)◆注入工(エポキシ樹脂) ◆削孔(上向きコア) ◆鉄筋レーダ探査

◆引張試験(中型・油圧・横向き) ◆引張試験(デジタル)

1
名

9
名

10
名

◆各報告書の作成
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いろいろコツコツ
やってます。
わたしたちは

■撤去風景

(左から岩崎・吉岡・元請新美様・田中・小澤)

２
０
２
１
年
晩
夏
に
、
静
岡
市
内
の
某
大
学
に
て
床

の
開
口
作
成
工
事
を
行
っ
た
。
今
回
の
工
事
は
、
３
階

２
階
の
床
面
に
２
５
０
０
㎜×
２
５
０
０
㎜
の
開
口
を

作
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
を
新
た
に
設
置
す
る
た
め
の
工
事

で
あ
っ
た
。

当
初
お
客
様
の
施
工
計
画
で
は
、
斫
り
工
事
に
て

開
口
作
成
を
行
う
予
定
だ
っ
た
の
だ
が
、
急
遽
施
工

計
画
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
ワ
イ
・エ
ム
・ケ
ー
に

ご
相
談
を
い
た
だ
い
た
。
そ
ん
な
時
に
こ
そ
、
お
客
様

に
寄
り
添
っ
た
対
応
す
る
の
が
、
ワ
イ
・
エ
ム
・ケ
ー
の

真
骨
頂
で
あ
り
会
社
の
理
念
・方
針
で
あ
る
。

ま
ず
最
初
に
、
お
客
様
が
施
工
計
画
を
見
直
す
こ

と
と
な
っ
た
要
因
と
ご
要
望
を
し
っ
か
り
と
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
た
。
お
客
様
か
ら
の
要
望
は

①
汚
泥
を
出
さ
な
い
。

②
墨
の
ラ
イ
ン
を
正
確
に
切
断
す
る
こ
と
。

③
切
断
面
は
斫
り
後
の
よ
う
な
凹
凸
が
な
く
フ

ラ
ッ
ト
な
仕
上
が
り
と
す
る
こ
と
。

④
残
す
躯
体
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
。

⑤
２
日
間
の
工
期
で
納
め
る
こ
と
。

以
上
の
事
よ
り
、
今
回
は
乾
式
ウ
ォ
ー
ル
ソ
ー
工
法

を
ご
提
案
し
た
。
し
っ
か
り
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
る
の
で
、
問
題
な
く
ご
採
用
い
た
だ
け
た
。

■今回使用する
電動ウォールソーの機械

◆建物解体前の
縁切。湿式の為、
貫通して汚泥が
いかないように
深度管理を行い
ながら施工。

◆工場内に扉を
つけるための開
口作成。汚泥が
出せない現場で、
乾式にて粉塵を
吸いながら施工。

乾
式
ウ
ォ
ー
ル
ソ
ー
工
法
に
お
い
て
左
記
写
真
の
機

械
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
特
徴
と
し
て
は
、

①
水
を
使
用
し
な
い
の
で
汚
泥
で
濡
れ
な
い
。

②
粉
塵
が
多
量
に
発
生
す
る
が
、
集
塵
機
に
て
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
切
断
精
度
が
高
く
、
レ
ー
ル
上
に
設
置
す
る
為
、

直
線
的
に
切
断
で
き
る
。

④
切
断
深
さ
を
一
定
に
し
て
カ
ッ
ト
で
き
る
。

⑤
乾
式
は
３
０
０
㎜
ま
で(

湿
式
は
５
０
０
㎜
ま
で)

切
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
軽
量
で
、
幅
を
と
ら
な
い
。

⑦
５
ｋ
Ｖ
Ａ
の
発
電
機
で
使
用
で
き
る
。

(

湿
式
で
高
周
波
の
場
合
は
45
ｋ
Ｖ
Ａ)

以
上
が
主
な
特
徴
で
あ
る
。

特
に
建
築
改
修
で
壁
へ
扉
・窓
枠
を
作
る
工
事
、
耐
震

補
強
ス
リ
ッ
ト
工
事
、
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
。

■作業風景

施
工
例

今
回
の
ご
依
頼
は
切
断
後
の
躯
体
を
開
口

横
ま
で
仮
置
き
す
る
迄
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の

為
、
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
駆
使
し
な
が
ら
撤

去
す
る
工
法
を
選
択
し
た
。
撤
去
躯
体
は
１

フ
ロ
ア
に
つ
き
２
つ
。
計
４
つ
の
躯
体
を
撤
去
す

る
。ま

ず
は
撤
去
準
備
と
し
て
、
開
口
を
挟
ん
で

両
側
の
天
井
に
ア
ン
カ
ー
を
打
ち
、
チ
ェ
ー
ン

ブ
ロ
ッ
ク
を
両
側
に
１
つ
ず
つ
取
付
け
た
。
撤

去
躯
体
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
４
点
に
ア
ン
カ
ー
を

打
ち
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
設
置
し
た
。

撤
去
作
業
は
、
両
側
の
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
２

つ
に
撤
去
躯
体
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
繋
ぎ
、
両
側
か

ら
引
張
る
緩
め
る
を
繰
り
返
し
、
開
口
横
ま

で
撤
去
し
た
。
こ
の
作
業
を
２
躯
体
分
行
い
、

安
全
に
撤
去
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
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